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■ 5．採点方式・配点・合格基準、合格発表など 
 

■ 5－1．採点方式・配点・合格基準 
 

(1) 採点方式については、情報セキュリティマネジメント試験、基本情報技術者試験においては IRT（Item 

Response Theory：項目応答理論）に基づいて解答結果から評価点を算出します。それ以外の試験区分・

時間区分においては素点方式を採用します（午後Ⅱ（論述式）を除く）。 

(2) 合格基準は、各時間区分（午前、午後、午前Ⅰ、午前Ⅱ、午後Ⅰ、午後Ⅱの試験）又は科目（科目 A・

B、科目 A、科目 B）の得点が全て基準点以上の場合に合格です。 

(3) 試験区分ごとの配点（満点）及び基準点は、表のとおりです。 

(4) 試験結果に問題の難易差が認められた場合には、応用情報技術者試験、高度試験及び支援士試験では基

準点の変更を行うことがあります。 

試験区分 
時間区分 

（SG、FEは科目） 
配点 基準点 

情報セキュリティマネジメント試験（SG） 科目 A・B 1,000点満点 
総合評価点 

600点 

基本情報技術者試験（FE） 

科目 A 1,000点満点 
科目評価点 

600点 

科目 B 1,000点満点 
科目評価点 

600点 

応用情報技術者試験（AP） 
午前 100点満点 60点 

午後 100点満点 60点 

高

度

試

験 

ITストラテジスト試験（ST） 

システムアーキテクト試験（SA） 

ITサービスマネージャ試験（SM） 

午前Ⅰ 100点満点 60点 

午前Ⅱ 100点満点 60点 

午後Ⅰ 100点満点 60点 

午後Ⅱ － ランク A 1) 

ネットワークスペシャリスト試験（NW） 

午前Ⅰ 100点満点 60点 

午前Ⅱ 100点満点 60点 

午後Ⅰ 100点満点 60点 

午後Ⅱ 100点満点 60点 

情報処理安全確保支援士試験（SC） 

午前Ⅰ 100点満点 60点 

午前Ⅱ 100点満点 60点 

午後 100点満点 60点 

注 1) 午後Ⅱ（論述式）試験の評価方法について 

・設問で要求した項目の充足度、論述の具体性、内容の妥当性、論理の一貫性、見識に基づく主張、

洞察力・行動力、独創性・先見性、表現力・文章作成能力などを評価の視点として、論述の内容を

評価します。また、問題冊子で示す“解答に当たっての指示”に従わない場合は、論述の内容にか

かわらず、その程度によって評価を下げることがあります。 

・評価ランクと合否の関係は表のとおりです。 

表 午後Ⅱ（論述式）試験の評価ランクと合否の関係 

評価ランク 内  容 合否 

A 合格水準にある 合格 

B 合格水準まであと一歩である 

不合格 
C 

内容が不十分である 

問題文の趣旨から逸脱している 

D 
内容が著しく不十分である 

問題文の趣旨から著しく逸脱している 

(5) 応用情報技術者試験、高度試験及び支援士試験では、次のとおり「多段階選抜方式」を採用します。 
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＜応用情報技術者試験＞ 

・午前試験の得点が基準点に達しない場合には、午後試験の採点を行わずに不合格とします。 

＜高度試験の各試験区分＞ 

・午前Ⅰ試験の得点が基準点に達しない場合には、午前Ⅱ・午後Ⅰ・午後Ⅱ試験の採点を行わずに不合

格とします。 

・午前Ⅱ試験の得点が基準点に達しない場合には、午後Ⅰ・午後Ⅱ試験の採点を行わずに不合格とします。 

・午後Ⅰ試験の得点が基準点に達しない場合には、午後Ⅱ試験の採点を行わずに不合格とします。 

＜支援士試験＞ 

・午前Ⅰ試験の得点が基準点に達しない場合には、午前Ⅱ・午後試験の採点を行わずに不合格とします。 

・午前Ⅱ試験の得点が基準点に達しない場合には、午後試験の採点を行わずに不合格とします。 

(6) 午前試験又は午前Ⅰ試験から受験し、それ以降の時間区分を受験しなかった場合は、受験済みの時間区

分だけを採点します。 

(7) 試験後及び合格発表後の個々の問題及び採点結果に対する問合せには応じられません。 

 

■ 5－2．問題冊子、解答例、採点講評の公表 
 
次のスケジュール（予定）で、問題冊子、解答例、採点講評をホームページに掲載します。 

試験区分 
問題冊子 解答例 採点講評 

午 前・午 後 午 前 午 後 午 後 

AP、高度試験、SC 試験当日中 試験当日中 7月上旬 7月中旬 
 
・SG、FEは問題冊子、解答例、採点講評の公表を行いません。 

 

■ 5－3．合格発表 
 
 (1) 次のスケジュール（予定）で、合格者の受験番号をホームページに掲載します。試験結果の通知はあり

ませんので、合格発表及び成績照会で確認してください。 

なお、後日、合格者の受験番号が官報に公示されます。 

試験区分 発表時期 

SG、FE 5月中旬 1） 

AP、高度試験、SC 7月上旬 

注１）CBT方式試験の 4月受験者の合格発表と同時 

(2) 経済産業大臣から、情報処理技術者試験の合格者に対しては「情報処理技術者試験合格証書」が、支援

士試験の合格者に対しては「情報処理安全確保支援士試験合格証書」が交付されます。 

① 合格証書の発送時期は、合格発表後、ホームページに掲載します。 

② 個人申込みされた方の合格証書は、受験票の住所に「簡易書留」で送付します。配達時に受取人が不

在の場合は、郵便局で一時保管され、保管期間を過ぎると IPA へ戻されます。再送費用は、合格者の

負担になります。 

③ 合格証書は、再発行できません。合格を証明するものとして、「合格証明書」を交付することができ

ます。詳しくは、ホームページをご確認ください。 

(3) 高度試験、支援士試験の午前Ⅰで基準点以上の成績を得た方は、合格発表後に午前Ⅰ通過者番号が発行

され、マイページで確認することができます。 

(4) AP、高度試験、支援士試験の合格者又は高度試験、支援士試験の午前Ⅰ通過者が、高度試験、支援士

試験のいずれかの試験を受験する場合は、本人からの申請があれば、合格後又は午前Ⅰ通過後の 2年間、

それらの一部（午前Ⅰ試験）を免除します。詳しくは、ホームページをご確認ください。 

 

■ 5－4．成績照会 

 AP、高度試験、SC は、合格発表後、マイページで成績の照会ができます。FE・SG は、試験日から 8

日後（予定）までに、マイページで成績の照会ができるようになります。 


